
プロジェクト（課題・テーマ）に向かって、子どもたちが
主体的に学ぶ課題解決型学習
⇒ めざすゴール 「学んだことを生活（社会）に活かす」

安全・安心

学校における教育活動全般の土台は、
「安全・安心」です。そして、すべての子
どもたちにとって「安全・安心」であるこ
とが重要です。



安全・安心

時間がかかってもOK
まちがってもOK
仲間や友だちに たよってOK
「おしえて」「たすけて」OK
みんなが楽しく勉強できたらOK

安全・安心の集団があるからこそ
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＊定期的に、連続性のある活動
＊「学年」が 最小単位
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課題解決型学習



問題解決型学習
「生活科」と「総合的な学習の時間」を中心にした
教科横断型学習を展開します！ だから…

カリマネします！



第　　年

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

生活

特活

道徳

音楽

図工

体育

つけたい力 教科横断型授業を通して、「子どもにつけたい力」の醸成を行う【取組カレンダー】

〇

生活科と他教科とも内容をからめる。
⇒ 教科横断型学習
⇒ 既習事項を活用した学習
⇒自分たちの生活や社会の課題をどう

 解決していくのか、「自分事」として
 捉え、活動を進めていく。
＊学年の壁をこえて！（異学年で）
＊家庭や地域も巻き込んで！
＊ゲストティチャーも活用！
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プロジェクト（課題・テーマ）に向かって、

子どもたちが主体的に学ぶ課題解決型学習
【めざすゴール】

「学んだことを生活（社会）に活かす」
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